
平成２７年度 再評価委員会

路線名：一般県道 松尾湯の原線
（小副川工区）

事業名：道路整備交付金事業
事業地：佐賀市富士町小副川

（事業採択後10年が経過）
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交通の円滑化、通学者の安全性確保

バイパス（歩道含む）整備により

事業目的

１
幅員狭小で

車両通行に支障

歩道が無く
歩行者が危険 ２

線形不良箇所

バイパス整備が完
了しなければ整備
効果が得られない
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 全体事業費：１１．８億円

 工 期：平成１８年度～平成３０年度

 全 体 延 長：Ｌ＝５２５ｍ

 事 業 内 容：改良工 Ｌ＝５２５ｍ

橋梁工 N＝３橋

用地買収 Ａ＝６，２８８ ㎡

家屋補償 Ｎ＝１０ 戸

事業概要

事業の進捗状況
平成26年度まで 平成27年度 平成28年度以降

事業費（億円） 9.1 0.1 2.6

進捗率（％） 77.1 80.0 100.0

用地進捗率（％） 99.1 99.1 100.0
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平成27年 現地状況
②起点側

③現道区間

①終点側
（小関橋）

④起点側
（神園橋）
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一般県道 松尾湯の原線 横断図
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

・ 平成25年度に富士南小学校が富士小学校（現在の
佐賀市立小中一貫校富士校の小学部）に統合され
たことで、本路線を利用して通学する児童数が増加
している。

・ また、周辺には古湯温泉、熊の川温泉、平成24年４
月に完成した嘉瀬川ダム（富士しゃくなげ湖）などが
あり、本路線は富士・三瀬周辺の観光拠点の周遊
ルートの一つとなっている。
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費用対効果の要因の変化

【便益】
走行時間短縮便益＝ １０．０億円
走行経費縮小便益＝ ３．２億円
交通事故減少便益＝ ２．４億円

合 計 １５．６億円

【費用】
事業費 ＝ １３．１億円
維持管理費 ＝ ０．４億円

合 計 １３．５億円

※基準年における現在価値

費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝１５．６／１３．５＝１．２

• 事業採択時と比較して大きな要因の変化は見られない。
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コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 再生資材の利用促進を図っている。

• 工事で発生する残土を盛土等に流用する。

（代替案の検討）

• 特になし
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対応方針（事業課案）

• 小学校周辺の道路であるが、車道が狭小な
うえに歩道が整備されていないため、交通の円
滑化に加え通学路の安全性向上のため、事業
を継続したい。
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